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腎
臓
の
悪
い
方
が
増
加

　

腎
臓
が
悪
く
な
る
と
、
透
析
療
法
（
あ
る
い
は
腎
移
植
）
が
必

要
に
な
り
ま
す
が
、
透
析
患
者
数
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

ま
す
。
２
０
１
７
年
末
の
日
本
透
析
医
学
会
の
施
設
調
査
結
果
で

は
33
万
５
千
人
人
に
達
し
，
国
民
３
７
８
・
８
人
に
１
人
が
透
析
患

者
で
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
全
国
で
年
間
約
４
万
人
の
方
が
透

析
導
入
に
な
っ
て
い
ま
す
。
当
院
で
は
毎
年
約
50
人
の
方
を
透
析

に
導
入
し
て
お
り
、
北
陸
で
は
最
も
多
い
施
設
の
一
つ
で
す
。
透

析
導
入
を
減
ら
す
こ
と
は
急
務
で
す
。

慢
性
腎
臓
病
（
C
K
D
）
の
患
者
数
は
多
い

　

わ
が
国
の

C
K
D

の
患
者
数
は
、
成
人
人
口
の
12
・
９%

、
約

１
，
３
３
０
万
人
と
推
計
さ
れ
、
C
K
D

ス
テ
ー
ジ
３
以
上
で
蛋

白
尿
が
陽
性
、
ま
た
は
ス
テ
ー
ジ
４
以
上
の
患
者
数
は
１
０
６
万

人
に
の
ぼ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

C
K
D
連
携
パ
ス
で
多
く
の
方
を
良
好
な
予
後
に

　
C
K
D

の
患
者
数
は
非
常
に
多
い
た
め
、
か
か
り
つ
け
医
と

の
連
携
が
重
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
腎
臓
専
門
医
が
診
療
す
る
期

間
が
長
い
ほ
ど
、
透
析
導
入
後
の
良
好
な
予
後
に
つ
な
が
る
と

す
る
デ
ー
タ
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
血
圧
、
貧
血
、

C
K
D
で
生
ず
る
ミ
ネ
ラ
ル
代
謝
異
常
（
C
K
D

−

M
B
D
）

な
ど
の
管
理
が
良
好
と
な
り
、
そ
れ
が
予
後
に
影
響
を
及
ぼ
す
の

で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
院
で
は
２
０
１
４
年
か

ら
積
極
的
に

C
K
D

連
携
に
取
り
組
み
、
福
井
県
で
最
も
多
い
、

１
２
０
人
以
上
の
方
を
か
か
り
つ
け
医
と
連
携
し
、
診
療
し
て
い

ま
す
。
腎
機
能
は
正
常
な
方
で
も
加
齢
に
よ
り
徐
々
に
低
下
し
ま

す
が
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
、
肥
満
な
ど
が
あ
る
と
、

早
く
低
下
し
ま
す
。
腎
機
能
が
慢
性
的
に
悪
く
な
る
と
、
ネ
フ
ロ

特
集

腎
臓
病
の
初
期
か
ら
末
期
ま
で
充
実
し
た
多
職
種
体
制
で
対
応

透析予防診療チーム

　腎臓病看護外来　血液浄化療法室
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腎臓・膠原病内科主任医長

荒木　英雄（あらき　ひでお）

■専門分野

　腎臓病／血液浄化療法／リウマチ膠原病

■所属学会

　日本内科学会総合内科専門医

　日本腎臓学会腎臓専門医・指導医

　日本透析医学会専門医・指導医

　日本リウマチ学会専門医

■ひとこと

　 AI の発達は瞠目すべきものがあり、医療に

おいても活用が期待されます。

　 音楽が好きな私は、30 歳代で早世した大作

曲家であるモーツァルトやシューベルト、

ショパンを、AI が 50 歳代の彼らがどんな

曲を作るのか予想することができるのでは

ないか、AI が芸術の世界まで迫れるのかど

うかなど、楽しみにしています。

ン
が
障
害
さ
れ
回
復
が
困
難
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
い
時
期
か
ら

治
療
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。
C
K
D

連
携
は
、
２
か
ら

３
ヶ
月
間
隔
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

多
職
種
が
関
わ
る
糖
尿
病
透
析
予
防
指
導
が
有
効　
　

　

透
析
導
入
の
原
疾
患
は
糖
尿
病
性
腎
症
で
、
当
院
で
も
約
40
％

と
最
も
多
く
、
糖
尿
病
の
方
の
管
理
が
最
も
取
り
組
む
べ
き
課
題

の
一
つ
で
す
。
新
し
い
糖
尿
病
治
療
薬
で
あ
る

S
G
L
T
２
阻
害

剤
や

G
L
P

−

１
受
容
体
作
動
薬
は
、
血
糖
降
下
作
用
以
外
に
体

重
減
少
、
血
圧
低
下
、
腎
保
護
作
用
な
ど
多
面
的
な
効
果
が
報
告

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
薬
物
療
法
だ
け
で
な
く
、
食
事
療
法
な
ど
生

活
習
慣
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
な
ど
包
括
的
な
取
り
組
み
が
必
要

で
す
。
当
院
で
は
、
専
任
の
看
護
師
及
び
管
理
栄
養
士
に
よ
る
「
透

析
予
防
診
療
チ
ー
ム
」
に
よ
り
、“
糖
尿
病
透
析
予
防
指
導
”
を
行
っ

て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
は
の
べ
46
人
の
方
に
行
い
、
一
定
の
効

果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
透
析
予
防
指
導
は
、
多
職
種
が
各

職
種
の
視
点
で
関
わ
る
こ
と
で
生
活
習
慣
改
善
に
有
効
で
す
。

慢
性
腎
臓
病
の
看
護
外
来
を
開
設

　

最
近
は
医
療
に
お
け
る
意
志
決
定
場
面
に
、
患
者
さ
ん
が
積
極

的
に
参
加
し
、
医
療
者
と
の
対
話
を
通
じ
て
最
良
の
選
択
を
行
う

S
D
M
（sh

a
re

d
 d

e
cisio

n
 m

a
k
in

g

）
と
い
う
概
念
が
注
目
さ
れ

　特殊血液透析業務

て
い
ま
す
。
当
院
で
は
看
護
師
に
よ
る
慢
性
腎
臓
病
相
談
外
来
を

設
置
し
、
腎
臓
病
の
療
養
指
導
、
慢
性
腎
不
全
の
療
法
選
択
、
透

析
療
法
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
、
患
者
さ
ん
の
社
会
的
背
景
な

ど
を
踏
ま
え
て
最
良
の
選
択
が
で
き
る
よ
う
に
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
外
来
時
間
は
１
人
１
時
間
を
設
け
て
お
り
、

わ
か
り
に
く
い
こ
と
で
も
し
っ
か
り
き
け
る
の
で
好
評
で
す
。
二

度
、
三
度
と
受
診
さ
れ
る
方
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

急
性
の
血
液
浄
化
療
法
が
一
層
充
実

　
　
　
　
先
進
的
な
治
療
に
も
取
り
組
む

　

血
液
浄
化
療
法
室
で
は
、
急
性
期
を
中
心
と
し
た
様
々
な
治
療

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
２
０
１
９
年
４
月
よ
り
臨
床
工
学
技
士
が

常
駐
と
な
り
、
集
中
治
療
室
な
ど
の
緊
急
の
血
液
浄
化
療
法
が
一

層
充
実
し
ま
し
た
。
新
生
児
に
対
す
る
血
液
浄
化
療
法
な
ど
厳
し

い
条
件
の
透
析
療
法
も
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

腎
臓
病
は
、
自
覚
症
状
が
乏
し
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
蛋

白
尿
が
多
い
状
態
が
続
く
と
、
将
来
の
腎
機
能
障
害
や
、
心
血
管

疾
患
の
リ
ス
ク
が
上
昇
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
腎
臓
病

の
初
期
か
ら
末
期
ま
で
、
で
き
る
だ
け
地
域
と
連
携
し
つ
つ
、
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　コラム

　膠原病も診療の中心！

 当科は膠原病も中心に診療しています。最も患者

数の多い関節リウマチの診療では 1990 年代が、

非常に厳しい時代でした。現在では治療の進歩に

より、寛解あるいは低疾患活動性の達成率が目を

見張るほど上昇し、隔世の感があります。治療の

中心はメトトレキサートとなりますが、寛解をめ

ざして生物学的製剤や JAK 阻害剤などの最新の

治療を積極的に行っています。

　福井県の膠原病内科のトップランナーとして、

皮膚科や呼吸器内科と協力しながら診療にあたっ

ています。
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シリーズ 

整形外科医長

上田　康博（うえだ　やすひろ）

■専門分野
　脊椎脊髄外科、脊椎内視鏡手術　

　

■所属学会
　日本整形外科学会専門医 

　日本整形外科学会

　　脊椎内視鏡下手術技術認定医

　日本脊椎脊髄病学会

　　脊椎脊髄外科指導医

　　脊椎脊髄外科専門医

　最小侵襲脊椎治療学会評議員

■ひとこと
　 武生高校出身で金沢大学時代は硬式

テニス部に所属しました。

　 週末は長男（高 2）、二男（小 5）と

テニスを楽しんでいます。長男には

負けませんが、最近は二男には勝て

なくなりました…。

　 二男の県外遠征のため北信越だけで

なく東海や関西にも出かけるように

なり、試合の後は温泉や現地のグル

メを満喫しています。全国大会出場

を目標に親子で頑張っています。

脊
椎
疾
患
に
対
す
る
低
侵
襲
手
術

　
　
　
　
　
　
　
　
早
期
社
会
復
帰
が
可
能
に

腰
椎
疾
患
で
は
内
視
鏡
手
術
が
主
流
に

　

当
科
で
は
２
０
０
５
年
に
腰
椎
疾
患
に
対
し

て
内
視
鏡
手
術
（
M
E
D
）
を
導
入
し
ま
し

た
。
現
在
で
は
年
間
に
１
０
０
例
以
上
、
こ
れ

ま
で
に
９
０
０
例
超
の
内
視
鏡
手
術
を
行
い
ま

し
た
。
腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
で
は
一
般
に
３

カ
月
程
度
は
保
存
療
法
を
行
い
、
よ
く
な
ら
な

け
れ
ば
手
術
を
選
択
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
で
は
早
期
社
会
復
帰
の
た
め
早
期
に

手
術
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
内
視
鏡
手
術

は
創
が
小
さ
く
、
術
後
の
痛
み
も
少
な
い
た
め

術
翌
日
か
ら
歩
行
が
可
能
と
な
り
、
通
常
は
術

後
１
週
間
で
退
院
出
来
ま
す
。
従
来
法
に
比
べ

早
期
の
社
会
復
帰
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

頚
椎
疾
患
へ
の
適
応
拡
大
や

さ
ら
に
新
し
い
治
療
が
可
能
に

　

頚
椎
疾
患
に
対
し
て
も
２
０
１
４
年
よ
り
内

視
鏡
手
術
を
導
入
し
ま
し
た
。
適
応
と
な
る
病

近年は脊椎手術のうち 8 割前後が内視鏡手術

である。

■その他　　　■内視鏡

当科の脊椎手術件数 態
は
限
ら
れ
ま
す
が
、
従
来
法
に
比
べ
痛
み
が

少
な
く
早
期
離
床
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
２
０
１
９
年
よ
り
腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル

ニ
ア
に
対
す
る
よ
り
低
侵
襲
な
治
療
と
し
て
経

皮
的
内
視
鏡
手
術
（
P
E
D
）
と
コ
ン
ド
リ
ア
ー

ゼ
（
ヘ
ル
ニ
コ
ア
Ⓡ
）
の
椎
間
板
内
注
射
を
導

入
し
ま
し
た
。
低
侵
襲
で
あ
っ
て
も
手
術
は
最

終
手
段
で
あ
り
、
病
態
や
適
応
を
十
分
に
見
極

め
た
上
で
最
善
の
治
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
努

め
ま
す
。

都道府県がん診療連携拠点病院　
福井県立病院　がん医療センター／陽子線がん治療センター 市 民 公 開 講 座

もっと知ろう がんのこと
ー血液がん／遺伝医療（ゲノム医療）ー

もっと知ろう がんのこと
ー血液がん／遺伝医療（ゲノム医療）ー

日時
令和２年1月18日（土）
13：30～16：00（開場13：00）

安全ながん薬物療法～血液がんを中心に～
福井県立病院　血液・腫瘍内科　　　　  医長　森永　浩次

講演

1

白血病と診断されて、一時退院を迎えるまで
福井県立病院　がん化学療法看護認定看護師　木谷　智江

講演

2

がんは遺伝するの？がんゲノム医療って何？
福井県立病院　外科　                         医長　大田　浩司

講演

3

お問い合せ・お申し込み

福井県立病院　経営管理課
〒910-8526
福井県福井市四ツ井2丁目8-1

TEL:0776-54-5151（内線2046）　
FAX:0776-57-2945　
E-mail:kenbyokouza@pref.fukui.lg.jp

フェニックス・プラザ　2階 小ホール
福井市田原1丁目13番6号

※駐車台数に限りがありますので、できるだけ

　公共交通機関でご来場ください。

会場

定員

450名

参加費無料
本講演会は、がんと向き合っている患者さんや
ご家族の方はもちろん、一般の方もご参加いた
だけます。

県民のみなさまが対象です。
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呼吸内科主任医長

小嶋　徹（こじま　とおる）

■専門分野
　呼吸器疾患全般 / 感染症疾患全般

■所属学会
　日本内科学会総合内科専門医

　日本呼吸器学会指導医

　日本呼吸器内視鏡学会指導医

　日本感染症学会指導医・ICD

　がん治療認定医

　日本結核病学会認定医

■ひとこと
　 最近の趣味は妻とのトレッキングで

す。来年の目標・北アルプスでのテ

ント泊に向けて日々トレーニングし

なければ… と思っています。

毎
年
改
訂
し
て
い
る
当
院
（
地
域
）で
検
出
さ
れ
た
菌
腫
ご
と
の
薬
剤
感
受

性
（
ア
ン
チ
バ
イ
オ
グ
ラ
ム
）の
一
部
抜
粋
で
す
。

地
域
の
先
生
方
も
連
携
室
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
一
覧
を
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
抗
菌
薬
選
択
の
一
助
と
し
て
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 当院での血液培養の状況です。
年々件数は増加しており、２セット率も 90％前後で推移しています。
陽性率も 5 〜 15%以内に収まり、精度管理もできています。

A
S
T
（
抗
菌
薬
適
正
使
用
支
援
チ
ー
ム
） 

例
え
る
な
ら
感
染
症
の
『
攻
撃
チ
ー
ム
』 

　

平
成
30
年
に
抗
菌
薬
の
適
正
使
用
推
進
の
観

点
か
ら
感
染
防
止
対
策
加
算
が
見
直
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
院
内
の
医
療
チ
ー
ム
と
し
て
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

前
回
コ
ン
パ
ス
53
号
で
取
り
上
げ
ら
れ
た

I
C
T
（
感
染
対
策
チ
ー
ム
）
と

A
S
T

の

違
い
で
す
が
、
院
内
で
感
染
症
が
発
生
し
な
い

よ
う
に
拡
げ
な
い
よ
う
に
封
じ
込
め
る
『
守

備
チ
ー
ム
』
が

I
C
T

で
、
発
生
し
た
感

染
症
へ
『
攻
撃
を
手
助
け
す
る
チ
ー
ム
』
が

A
S
T

で
す
。
両
チ
ー
ム
が
連
携
す
る
こ
と

で
攻
守
一
体
と
な
っ
て
感
染
対
策
の
効
果
が

ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　

チ
ー
ム
内
で
も
感
染
症
専
門
医
だ
け
で
な

く
、
薬
剤
師
、
細
菌
検
査
技
師
、
感
染
管
理
認

定
看
護
師
が
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
な
分
野
で
力
を

出
し
合
っ
て
感
染
症
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
一
例
と
し
て
毎
朝
、
血
液
培
養
陽
性

と
な
っ
た
患
者
さ
ん
に
つ
い
て
原
因
と
な
っ
た

菌
種
、
感
染
し
た
臓
器
、
重
症
度
、
投
与
さ
れ

て
い
る
抗
菌
薬
に
つ
い
て
検
討
し
助
言
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で

感
染
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

表の記号等について
　◎：90％以上の菌株に対し感受性あり　　○：80〜89％の菌株に対し感受性あり

　△：70〜79％の菌株に対し感受性あり　  ╳：69％以下の菌株に対し感受性あり
空欄は、日常検査では感受性を測定していません
推奨抗菌薬を「■」で表示しています

AST(抗菌薬適正使用支援チーム）
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宮地内科

松井クリニック

　

私
は
福
井
市
に
生
ま
れ
、
地
元
の
大
学
病
院
や

県
内
外
の
先
進
的
な
基
幹
病
院
で
研
修
を
受
け
、

大
学
院
で
の
研
究
、
僻
地
医
療
も
経
験
し
、
平
成

15
年
に
福
井
市
花
月
の
地
に
宮
地
内
科
を
開
業
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
消
化
器
内
科
、
上
部
消

化
管
内
視
鏡
検
査
、
全
大
腸
内
視
鏡
検
査
を
含
め
、

一
般
内
科
を
中
心
に
、
地
域
の
患
者
さ
ん
の
診
療

を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
昨
年
12
月
に
は
、

坂
井
美
賀
子
医
師
が
常
勤
に
加
わ
り
、
福
井
大
学

か
ら
の
応
援
の
医
師
と
共
に
、
地
域
医
療
に
徹
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
福
井
大
学
医
学
部
の
学
生
さ
ん
も
研
修

に
来
て
く
だ
さ
る
こ
と
も
あ
り
、
活
気
に
満
ち
た

ク
リ
ニ
ッ
ク
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
福
井
市
に
は
、

福
井
県
立
病
院
を
初
め
と
し
た
基
幹
病
院
が
充
実

し
て
お
り
、
専
門
医
や
他
の
医
療
機
関
と
協
力
し

な
が
ら
、
福
井
の
医
療
を
高
め
て
い
こ
う
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

江
戸
時
代
末
期
に
こ
の
地
で
開
業
し
た
当
院
は
、

時
代
の
流
れ
や
患
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
診
療

科
目
や
ス
タ
イ
ル
を
変
え
な
が
ら
、
地
域
の
皆
さ
ま
の

健
康
維
持
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
院
長
が

婦
人
科
・
皮
膚
科
、
副
院
長
で
あ
る
私
が
呼
吸
器
科
・

ア
レ
ル
ギ
ー
科
・
総
合
内
科
・
小
児
科
と
い
う
医
師
二

人
体
制
で
、
小
児
か
ら
大
人
ま
で
一
人
ひ
と
り
に
あ
っ

た
最
適
で
皆
さ
ま
の
期
待
を
超
え
る
よ
う
な
医
療
を
提

供
で
き
る
よ
う
に
日
々
努
め
て
い
ま
す
。

　
当
院
の
幅
広
い
診
療
科
目
の
中
で
も
、
呼
吸
器
科
・

ア
レ
ル
ギ
ー
科
が
私
の
専
門
に
な
り
ま
す
。
気
管
支
喘

息
や
舌
下
免
疫
療
法
の
専
門
的
治
療
の
ほ
か
、
禁
煙
外

来
や
睡
眠
時
無
呼
吸
外
来
、
小
児
の
予
防
接
種
な
ど
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
診
療

時
間
は
19

時
ま
で
な
の
で
、
仕
事
帰
り
に
も
お
気
軽
に

ご
来
院
く
だ
さ
い
。

住所 ： 福井市花月2-9-3

TEL ： ０７７６（３０）００１１

診療科 ： 内科　消化器内科

診療時間 ： 7：30～13：00／14：30～18：30

　　　 　　土 7：30～13：00／14：00～16：00

休診日 ： 日曜、祝日

URL ： https://itp.ne.jp/info/183064231161631430/

住所 ： 坂井市丸岡町荒町5番

TEL ： ０７７６（６６）８３８０

診療科 ： 内科、呼吸器内科、アレルギー科

　　　　小児科、皮膚科、婦人科

診療時間 ： 9：00～13：00／15：00～19：00

　　　 　　土 9：00～13：00

休診日 ： 日曜、祝日

URL ： http://www.maruoka-matsuiclinic.com/

患
者
さ
ん
の
立
場
で

　
　
　
　
　
考
え
た
診
療
を

地
域
医
療
に
徹
し
、

　
　
　
福
井
の
医
療
を
高
め
た
い

坂
さ か い

井美
み

賀
か

子
こ

 先生

宮
み や じ

地　英
ひ で き

生 先生

松
ま つ

井
い

　芳
よ し の り

憲先生

医　師

院　長

副 院 長
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福井県立病院地域医療連携推進室　TEL 0776-57-2900  FAX 0776-57-2901

松田歯科医院

　

当
院
は
、
勝
見
３
丁
目
の
交
差
点
近
く
で
開
院
し
て
、
地
域

の
人
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
約
40
年
経
過
し
ま
し
た
。
開
院
当

初
は
、
虫
歯
治
療
や
補
綴
（
冠
・
橋
義
歯
）
治
療
が
主
体
で
し

た
が
、
数
年
前
よ
り
高
齢
者
の
受
診
が
増
え
、
診
療
は
義
歯
関

連
治
療
、
口
腔
機
能
管
理
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
入
口
に
車
椅
子
を
用
意
し
、
ま
た
院
内
に
は
手
す

り
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
診
療
台
ま
で
安
全
に
移
動
で
き

ま
す
。

　

ま
た
感
染
に
は
十
分
心
掛
け
、
洗
浄
器
、
滅
菌
機
、
バ
リ
ア
フ
ィ

ル
ム
、
滅
菌
バ
ッ
ク
、
ゴ
ム
手
袋
、
使
い
捨
て
紙
ト
レ
ー
、
紙
コ
ッ

プ
等
の
使
用
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

全
身
管
理
が
必
要
な
外
科
治
療
や
入
院
を
要
す
る
ケ
ー
ス
の

治
療
に
は
、
病
院
の
口
腔
外
科
の
先
生
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

安
全
安
心
な
治
療
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
、
県
立
病
院
の

N
S
T

勉
強
会
に
参
加
し
て
お

り
、
高
齢
者
の
栄
養
指
導
に
つ
い
て
衛
生
士
ス
タ
ッ
フ
と
模
索

し
て
い
ま
す
。
地
域
に
根
ざ
し
た
か
か
り
つ
け
歯
科
医
院
を
目

指
し
て
い
ま
す
の
で
、
医
療
、
介
護
に
関
し
て
何
な
り
と
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

住所 ： 福井市勝見３丁目1-14

TEL ： ０７７６（２５）０３００

診療科 ： 歯科、歯科口腔外科、矯正歯科、

　　　　 小児歯科

診療時間 ： 9:00～13:00／14:30～18:30

　　　 　　土 9:00～13:00／14:30～17:00

休診日 ： 木曜、日曜、祝日

URL ： http://www.matsuda-dentalclinic.jp

病
院
で
の
多
職
種
連
携
を
経
験
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
N
S
T
勉
強
会
に
参
加
）

松
ま つ

田
だ

　俊
と し

男
お

  先生院　長

  7

地
域
医
療
連
携
医
交
流
会

　
　
　
　
　
　
　を
終
え
て

地
域
医
療
連
携
医
交
流
会

　
　
　
　
　
　
　を
終
え
て

　
２
０
１
９
年
度
県
立
病
院
交
流
会
は
、
例
年
の
如
く
11

月
第
４
木
曜
日
の
28

日
に
ザ
・

グ
ラ
ン
ユ
ア
ー
ズ
フ
ク
イ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
11

月
は
市
内
の
４
大
病
院
の
交
流
会
が

集
中
し
ま
す
が
、
今
年
は
県
立
病
院
が
最
後
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
講
演
会
は
、
肝
細
胞
の
治
療
に
つ
い
て
内
科
、
外
科
の
立
場
か
ら
砂
子
阪
、
前
田
両

先
生
に
お
願
い
し
ま
し
た
。Ｃ
型
肝
炎
の
克
服
と
い
う
肝
炎
治
療
に
お
け
る
大
き
な
進

歩
が
あ
り
ま
し
た
が
、
肝
細
胞
癌
の
治
療
も
新
薬
の
導
入
で
新
し
い
局
面
に
入
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
現
在
の
話
題
と
、
当
院
な
ら
で
は
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
を
利
用

し
た
新
し
い
外
科
治
療
に
つ
い
て
の
紹
介
で
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
懇
親
会
は
、
去
年
よ
り
も
30

人
以
上
多
い
２
０
０
名
の
皆
様
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、

例
年
以
上
に
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
大
変
な
盛
会
に
な
り
ま
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
い

た
皆
様
、
お
忙
し
い
中
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
来
年
の
交
流
会
で
お
会

い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。地

域
医
療
連
携
推
進
室
長 

（
副
院
長
）
　
　

吉
川
　
淳
　

講演会の様子

交流会にて
福井県医師会長　
　　池端幸彦先生　挨拶 交流会の様子

ご報告
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スマートフォンからは

こちら→

教えて
看護師さん

vol.7

感染管理

認定看護師 

白崎　智恵
しらさき とも え

電話対応 月～金／8：30～18：00　土（紹介予約受付）／8：30～12：30
祝日および年末年始（12/29～1/3）を除く

健康長寿の福井

『
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ち
ょ
こ
っ
と
解
説

発行

Compass vol.54  2019年12月

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
な
？

と
思
っ
た
ら

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
増
殖
の

ス
ピ
ー
ド
が
速
い
た
め
、
症
状
が
急
速

に
進
行
し
ま
す
。
急
な
高
熱
が
み
ら
れ

た
ら
、
単
な
る
風
邪
だ
と
軽
く
考
え
ず

に
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
発
症
後
48
時
間

以
内
に
適
切
な
治
療
を
開
始
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
ウ
ィ
ル
ス
が

体
内
に
入
っ
て
か
ら
１
・
２
日
間
後
に
発

症
し
ま
す
。
家
族
・
友
人
な
ど
お
近
く

の
方
が
罹
患
さ
れ
た
場
合
に
は
、
自
分

自
身
も
発
症
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
意

識
し
、
周
り
の
人
に
拡
げ
な
い
注
意
が

必
要
で
す
。

　

今
後
の
流
行
情
報
等
に
つ
い
て
は
「
福

井
県
感
染
症
情
報
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

今
年
９
月
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患
者
数

は
、
例
年
の
同
時
期
に
比
べ
る
と
約
10

倍
前
後
に
な
っ
て
お
り
、
す
で
に
警
報

発
令
や
流
行
宣
言
が
出
さ
れ
て
い
る
県

も
あ
り
ま
す
。
今
後
、
全
国
的
な
流
行

へ
と
進
ん
で
い
く
可
能

性
も
高
い
と
考
え
ら
れ
、

『
予
防
の
た
め
に
で
き

る
こ
と
』
に
取
り
組
む

こ
と
が
大
切
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

ど
の
よ
う
に
罹
か
る
の
？

“
飛
沫
感
染
”
と
“
接
触
感
染
”
に
よ
っ

て
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。　

図
１

予
防
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

1
流
行
前
の
ワ
ク
チ
ン
接
種　
　
　
　

                                    

　

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が
出
る
ま
で
に
は
、

接
種
か
ら
２
週
間
の
期
間
を
要
し
、
効

こ
の
時
期
、
重
要
な
マ
ナ
ー

「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」

〇 

咳
・
く
し
ゃ
み
が
出
る
時
に
は
、
人
が

い
る
方
を
向
か
ず
に
距
離
を
置
く

〇 

素
手
で
覆
わ
ず
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
口
に

あ
て
、
鼻
水
・
痰
が
つ
い
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ

は
す
ぐ
に
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
る

〇 

マ
ス
ク
を
鼻
か
ら
顎
ま
で
覆
い
、
正
し

く
着
用
す
る

〇 

肩
や
袖
で
、
口
・
鼻
を
覆
う

果
が
持
続
す
る
期
間

は
約
３
〜
５
か
月
間

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

流
行
前
の
10
〜
11
月

ま
で
の
接
種
が
お
勧
め
で
す
。
ワ
ク
チ
ン

接
種
す
れ
ば
絶
対
に
か
か
ら
な
い
…
と

い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
発
病

を
抑
制
す
る
効
果
が
あ
り
、
か
か
っ
て

も
症
状
が
重
く
な
る
こ
と
を
阻
止
す
る

効
果
が
あ
り
ま
す
。

2
手
洗
い 

＝ 

接
触
感
染
予
防

3
う
が
い
、
適
度
な
湿
度
の
保
持

4 

十
分
な
休
息
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄

養
摂
取

5 

人
混
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出
を
控
え
る

外
出
時
に
は
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
を

忘
れ
な
い 

＝ 

飛
沫
感
染
予
防

図１　飛沫感染　接触感染
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